
　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

平成２４年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 1. 監査運営事業

6. 監査委員費

1. 監査委員費 監査委員事務局

（佐倉市）　　

0

平成24年度 0

経常 単独 4,267 0 0
平成25年度 0

平成26年度 0

平成27年度 0

平成28年度 0

4,267 4,267

4,267 4,267

・監査委員の人件費及び地方自治法並びに地方公営企業 　各事務事業等が法令に即して適正に行われているかを 　最少の経費で最大の効果を挙げ、住民の福祉の増進を

法に基づく監査、検査等執行に伴う活動費。 検証し、民主的かつ効率的な行政の執行確保に資する。 図る。

・監査委員を補助するための各監査執行に伴う一般管理費。

　監査委員が充実した監査を実施するには、適切 　定期監査の資料を見直し、適切な監査を実施で 　当該年度に予測される事象を踏まえ、最少の経

な資料作成が重要である。資料作成を担う事務局の人材育成も重要とな きるよう整理を行った。 費で最大の効果をあげられるよう精査を行った。　

るが、人事異動等もあり計画的な育成が難しい面もある。

01 2,988 2,988 0

09 433 358 75

10 20 20 0

11 425 414 11

12 5 5 0

13 197 279 △82

14 15 15 0

19 184 188 △4 差引一般財源 4,267 4,267 4,267 0


